
 

全国専修学校各種学校総連合会 

入会金及び会費規則 

 

（目 的） 

第１条 この規則は、会則第８条に基づき、会員が納付すべき入会金、会費の額及び納付 

手続については、その必要な事項を定める。 

 

（入会金） 

第２条 入会金は１校につき、専修学校２万円、各種学校１万円とし、納期は会費納期に 

準ずる。 

 

（会 費） 

第３条 会費は１校につき次の「会費算定基準」通りとし、納期は毎年９月末日とする。 

 

全国専修学校各種学校総連合会 年度会費算定基準 

 

①基礎額                         ６，０００円 

②専修学校加算額                     ４，０００円 

③法人加算額   学校法人立              ３０，０００円 

         その他法人立             １０，０００円 

④規模別加算額  総定員     ２００人以上     １０，０００円 

         総定員     ５００人以上    １００，０００円 

         総定員   １，０００人以上    ２００，０００円 

         総定員   １，５００人以上    ３００，０００円 

         総定員   ２，０００人以上    ４００，０００円 

         総定員   ３，０００人以上    ６００，０００円 

         総定員   ４，０００人以上    ８００，０００円 

         総定員   ５，０００人以上  １，０００，０００円 

設置形態別に下表の○の部分を合算して、１校あたりの年度会費とする。 

設置形態 基礎額 専修学校加算 法人加算 規模別加算 

全国学校法人立専門学校協会 ○ ○ ○ ○ 

全国社団法人立専修学校協会 ○ ○ ○ ○（注２） 

全国個人立専修学校協会 ○ ○ － － 

全国高等専修学校協会 ○ ○ ○（注１） ○（注１） 

全国各種学校協会 ○ － ○（注１） － 

 （注１）法人立校だけ加算     （注２）一般課程を除く 



 

（会費の徴収） 

第４条 各都道府県代表者は、この規則に基づき会員から会費を徴収し、本連合会に納付

しなければならない。同時に、全専各連会費納付表（様式Ａ）、及び、全専各連会費明細

表（様式Ｂ）を９月末日までに提出しなければならない。なお、会費算定基準にあたっ

ては、学則上の総定員による計算を原則とするが、各都道府県代表者の判断により、実

員数による申請を認めるものとする。 

 

（交付金） 

第５条 本連合会は、会費徴収に係る各協会等の負担を軽減し、また、事務を円滑にする

ため、各協会等に対して会費収入の２％の交付金を支払う。 

 

（延納期限） 

第６条 やむを得ない事情で納期まで納付できない会員については、その年度内を期限と

して、延納を認める（様式Ｃ）。 

 

（総会への報告） 

第７条 財務委員長は、毎期総会において、各都道府県別の納付状況に関して明細表を作

成し、報告することとする。 

 

 

 附 則 

 

この規則は、平成１４年６月２０日から施行する。 

 


